














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































右之外 五等官以上えは�四百坪以 之屋敷割渡申 事
　
但其場所又は残地之次第地形ノ都合ニ而坪数過不足有之�且不勤之もの共�世禄ニ応し取調候事
東京府文書�府治類纂
 地輿�
�その三�
　　
横山
二
一
　　　
拝借地規則
一�
 万石以上以下とも�御定之外拝借屋鋪は�相当之地代上納申付候積但場所柄ニ寄地位甲乙も有之候間�坪当何程と一般ニ差定置候儀は相成兼�乍併大凡百坪ニ付壱�年地代永壱貫文を上等ニいたし�地位劣り居 分は�その節ニ調之上減方相伺上納申付候積
一�町屋鋪受領之ものニ而武士地拝借は�最寄並合之地代上納之積一�宮堂上方家来・藩士・御用達町人・町医師・角力・検校・勾当其外是迄住居いたし居候町人別之者�武士地拝
借相済候分は�同様最寄並之地代上納申付候積
一�
新
規
町
地
ニ
相
成
場
所�
朝
臣
に
て
先
前
借
地
住
居
之
も
の
転
居
可
致
筈
之
処�
勝
手
を
以
住
居
い
た
し
候
得
は�
最
寄
並
合之地代は勿論�町入用も可差出様申付候積
　　　　　
六月廿九日
　
下ケ札
　　
神田濱町辺は�地代百坪ニ付永三貫文 と 其余は右ニ准シ取調可申候哉
　　
但外�条は最寄並之地代可差出旨取極之通其儘被差置候積
　　　　　　　　　
�続く�
�よこやま
　
ゆりこ
　
本学教授�
